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地域連携グループ

１　教育コミュニティづくりに関すること

(1) 教育コミュニティづくり推進事業

	
	令和元年度
	平成30年度
	平成29年度

	予　算　額
	57,489千円
	60,655千円
	71,031千円

	決　算　額
	54,855千円
	59,575千円
	68,350千円


国事業（学校・家庭・地域連携協力推進事業）を活用した「教育コミュニティづくり推進事業」（対象：政令指定都市と中核市を除く市町村及び府立支援学校・府立中学校）により、市町村のニーズに応じた取組み等を推進した。
①学校支援活動：学校のニーズに応じた、地域社会が一体となって行う学校教育に対する支援（子どもの安全確保や学習支援、環境整備等）
②おおさか元気広場：放課後や週末等の子どもの体験・交流活動等
③家庭教育支援：家庭教育に関する学習機会の提供や相談体制の整備等、学校との連携による保護者支援

（市町村及び府立支援学校・府立中学校実績）
①学校支援活動：２４市町１０７箇所及び府立支援学校・府立中学校２５校において実施
②おおさか元気広場：３４市町３４７箇所及び府立支援学校２５校において実施
③家庭教育支援：１５市町７３箇所において実施
　　
（研修実績）

	研修名（実施会場）
	開催日
	受講者数

	教育コミュニティづくりに係るコーディネーター全体研修
（府新別館北館）
※「乳幼児家庭の教育力向上事業基本研修Ⅱ兼教育コミュニティづくりに係るコーディネーター全体研修」として実施
	9月2日
	271人

	コーディネータースキルアップ研修
　（大阪教育大学天王寺キャンパス）
	11月13日
	39人

	学校支援活動関係者研修
　（東成区民センター）
	8月5日
	136人

	おおさか元気広場関係者研修（全3回）

第1回　（富田林市きらめき創造館）
第2回　（吹田市夢つながり未来館）

　第3回　（高石市役所別館）　
	10月17日

11月26日

1月27日
	52人
37人
65人

	おおさか元気広場出前プログラム協力企業講座づくりセミナー
　（旧議会会館）
	2月14日
	17人

	家庭教育支援スキルアップ研修（全3回）

第1回　（ドーンセンター）
※「乳幼児家庭の教育力向上事業基本研修兼第1回家庭教育支援スキルアップ研修」として実施
第2回　（府新別館北館）
※「第2回家庭教育支援スキルアップ研修兼教育と福祉の連携による家庭教育支援モデル事業報告会」として実施
第3回　（大阪歴史博物館）
※「乳幼児家庭の教育力向上事業実践研修A兼第3回家庭教育支援スキルアップ研修」として実施
	7月30日
12月18日
1月24日

	462人
85人
264人


	学校の授業等で活用できる「親学習」研修

（府教育センター）
	8月1日
	15人

	親学習リーダー交流会
　（府新別館南館）
※「第1回親学習リーダー交流会兼乳幼児家庭の教育力向上事業実践研修」として実施
	1月24日
	41人

	「訪問型家庭教育支援」情報交換会

（府新別館北館）
	2月3日
	24人


(2) 学校支援地域本部推進事業

	　　
	令和元年度
	平成30年度
	平成29年度

	予　算　額
	7,804千円
	7,804千円
	8,045千円

	決　算　額
	7,749千円
	7,706千円
	7,642千円


政令指定都市及び中核市（大阪市、堺市、豊中市、高槻市、寝屋川市）において教育コミュニティづくりをより一層推進するため、国事業（学校・家庭・地域連携協力推進事業）を活用した学校支援活動を支援し、地域の教育力向上を図った。

(3) 教育と福祉の連携による家庭教育支援モデル事業

	　　
	令和元年度
	平成30年度
	平成29年度

	予　算　額
	2,285千円
	4,158千円
	4,009千円

	決　算　額
	2,254千円
	3,589千円
	3,907千円


課題を抱え、地域から孤立しがちな家庭や保護者への支援の充実を図るため、「教育と福祉の連携による家庭教育支援モデル事業」を４市町（能勢町、泉大津市、貝塚市、阪南市）に委託して、教育と福祉が連携した支援をモデル実施した。報告会等を開催し、その成果を府域に普及啓発することで、市町村における取組みの実施促進を図った。
(4) 家庭教育力向上事業
	　　
	令和元年度

	予　算　額
	1,361千円

	決　算　額
	682千円


子どもの未来に向かう力（非認知能力）の育成に向け、その土台形成となる乳幼児家庭の教育力向上を図るため、市町村での講座や研修を行う人材を育成するとともに、啓発のための資料を作成した。
（研修実績）

	研修名（実施会場）
	開催日
	受講者数

	本事業に関する人材育成の研修（全6回）
　基本研修　　（ドーンセンター）
※「乳幼児家庭の教育力向上事業基本研修兼第1回家庭教育支援スキルアップ研修」として実施
　基本研修Ⅱ　（府新別館北館）
※「乳幼児家庭の教育力向上事業基本研修Ⅱ兼教育コミュニティづくりに係るコーディネーター全体研修」として実施
　実践研修Ａ　（大阪歴史博物館）
※「乳幼児家庭の教育力向上事業実践研修A兼第3回家庭教育支援スキルアップ研修」として実施
　実践研修Ｂ　（大阪市立中央区民センター）
　実践研修Ｃ　（府新別館北館）
　実践研修　　（府新別館南館）
※「第1回親学習リーダー交流会兼乳幼児家庭の教育力向上事業実践研修」として実施
	7月30日
9月2日
1月24日
11月28日
12月11日
1月24日


	462人
271人
264人
130人
241人
41人



社会教育グループ

１　社会教育推進体制の充実

(1) 社会教育委員会議に関すること

第３次大阪府子ども読書活動推進計画の推進及び第４次大阪府子ども読書活動推進計画（仮称）の策定について、意見をいただいた。
大阪府社会教育委員会議（２回）、読書部会（１回）
(2) 社会教育の振興に関すること

市町村社会教育関係職員及び府・市町村社会教育施設職員の資質向上を図るため、その職務に必要な専門的事項について人権教育セミナー等の研修を行った。

２　社会教育施設の運営

(1) 府立少年自然の家の運営に関すること

良好な自然環境の中で団体宿泊生活及び野外活動を通じて健やかな少年の成長を育むための施設である府立少年自然の家について、指定管理者に委任し、管理運営を行った。

（管理・運営の委任）　　　　　　　　　　　　　　

	
	令和元年度（※）
	平成30年度
	平成29年度

	予　算　額
	70,075千円
	55,581千円
	56,361千円

	決　算　額
	59,795千円
	55,581千円
	56,361千円


（※）通常の指定管理委託料に、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の休館措置実施による
利用料金減収額等の金額を加算。
≪府立少年自然の家の概要≫

○　所在地　　　貝塚市木積字秋山長尾３３５０番地

○　利用状況　　　８７，６２１人（平成３１年４月１日～令和２年３月３１日）

○　主な施設機能　　　・４００人収容の宿泊等施設、２００人利用可能なテントキャンプ場

・野外ステージ、野外炊飯場、キャンプファイヤー場（大）（小）
つどいの広場、音楽の森、野鳥の森、冒険の森、竹林の里、展望台
　バーベキュー場、アスレチック場等

・オリエンテーションホール（２００人収容）、大食堂（３００人収容）体育館（５４４㎡）

（利用者の推移）

	令和元年度
	平成30年度
	平成29年度

	87,621人
	94,290人
	98,268人


（利用料金収入の推移）　　　　　　　　　　　　　　　　　

	令和元年度
	平成30年度
	平成29年度

	42,424千円
	46,353千円
	52,008千円


（令和元年度の受け入れ事業の利用状況）

	区　　　　　分
	利用団体数
	利用人数

	宿

泊
	宿　泊　棟
	634件
	45,188人

	
	テ　ン　ト
	50件
	932人

	
	小　　　計
	　　684件
	46,120人

	日　　帰　　り
	　1,113件
	41,501人

	　　　　計
	　1,797件
	87,621人


（令和元年度主催事業）

	事　　業　　名
	実　施　期　間
	参加人員

	中高生チャレンジキャンプ
	8月1日～8月4日
	8人

	こどもワイルドキャンプ
	8月11日～8月17日
	22人

	森の絵本作り
	中止
	―

	えほんのひろば

（森の中での読み聞かせ）
	11月4日
	220人

	課題を抱える青少年への支援事業
	11月23日
	12人


(2) 府立図書館の運営の調整に関すること

所管する府立中之島図書館と府立中央図書館の運営について、各種調整を行った。

府立中之島図書館では平成２８年度から、府立中央図書館では平成２７年度から導入している指定管理者の評価を行った。また、中央図書館については、令和元年度で現指定管理者の指定管理期間が満了になるため、令和２年度からの新たな指定管理者の選定を行った。

３　社会教育活動の推進

(1) 視聴覚教育の振興に関すること

視聴覚教育の振興を図るため、視聴覚ライブラリーの教材の選定及び購入を行った。

①視聴覚ライブラリー［教材の選定及び購入等］

ア　教材映画ＤＶＤ購入等状況

フィルム、ビデオ購入本数　　　　 　　７　本　

イ　視聴覚教材利用状況

貸出件数　　　　　　　　  　 １５８　件
貸出本数　　　　　　  　　　 １７５　本
上映回数　　　　　　 　   　 １９４　回

観覧人員　　　　　　 　　５，７５６　人

(2) 人権教育の推進に関すること

大阪府人権施策推進基本方針に基づいて、社会教育における指導者の資質向上を図るとともに、府民の人権問題に関する理解の深化を図るため、次の事業を実施した。

①社会教育における人権教育に関わる研修

人権教育の活動体制の整備を図るため、指導者用資料を配布するとともに、指導者の研修並びに養成を行った。

ア　人権教育セミナー（１回）

イ　人権教育地区別セミナー（地区別ＰＴＡ指導者セミナー）（５地区でのべ６回）

(3) 識字・日本語学習活動の活性化に関すること

読み書きが十分でなく社会の中で課題を抱えている人々の生活を支えるセーフティネットの構築を目的に、市町村や民間が運営する識字・日本語教室に対して、研修の実施、ネットワークづくりや広報活動などの広域的な施策を実施するとともに、文化庁事業を活用して、府内識字・日本語教室の支援力向上の取組み等を実施した。

①識字・日本語教室支援力強化事業

	　　
	令和元年度
	平成30年度
	平成29年度

	予　算　額
	2,223千円
	2,251千円
	2,395千円

	決　算　額
	2,166千円
	1,870千円
	1,709千円


〇文化庁事業を活用した識字・日本語教室への学習支援

ア　「標準的なカリキュラム案」を準拠した「入門・初級学習者向けの教材」を作成し、府内の識字・日本語教室に配布した。
イ　日本語教育を実施し、教室で上記アの教材に関する意見を聴取しながら開発を進めた。

ウ　「支援者養成講座」を開催することで新たな支援者を養成した。

	講座名（実施会場）
	開催日
	受講者数

	支援者養成講座　（大阪府教育センター）
	7月12日
7月19日
7月26日
8月28日
9月18日
9月25日
10月1日
	15人
16人
16人

16人
14人
11人
12人


４　子どもの読書活動の推進
発達段階や生活の場に応じて本を親しむことにより、全ての子どもが読書の楽しさと大切さを知り、自主的に読書活動を行うことができる環境整備に取り組むため、「子ども読書活動環境整備事業」を実施した。

(1) 子ども読書活動環境整備事業

	
	令和元年度
	平成30年度
	平成29年度

	予　算　額
	1,032千円
	1,032千円
	1,156千円

	決　算　額
	571千円
	507千円
	596千円


①オーサービジット事業

	校園名
	作家名
	実施日

	茨木市立忍頂寺小学校
	中川　洋典
	11月15日

	大阪市立玉出小学校
	菅井　啓之
	11月28日

	大阪市立瓜破西小学校
	松田　素子
	11月29日

	吹田市立山田第五小学校
	柴山　元彦
	12月3日

	堺市立鳳小学校
	松田　素子
	1月9日

	柏原市立国分東小学校
	加藤　休ミ
	1月15日

	学校法人箕面自由学園
箕面自由学園小学校
	加藤　休ミ
	1月16日

	茨木市立白川小学校
	松田　素子
	1月21日


②ビブリオバトル研修
	研修名（実施会場）
	開催日
	参加者数

	ビブリオバトル研修
入門編　（テクスピア大阪）
実践編　（エル・おおさか）
	8月6日
8月8日
	67人
86人


③第５回大阪府中高生ビブリオバトル大会
	大会名（実施会場）
	開催日
	発表者数

	第５回大阪府中高生ビブリオバトル大会
　高校生大会　（近畿大学 実学ホール）
　中学生大会　（咲洲庁舎 咲洲ホール）
	11月10日
12月1日
	22人
32人


④その他　講習会・研修
	講習会・研修名（実施会場）
	開催日
	参加者数

	子ども読書活動支援講習会　（府立大学 I-siteなんば）
	10月1日
	137人

	えほんのひろば研修・面展台作成
　（府立中央図書館多目的室）
	11月1日
	49人


